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葉盤

季最

O
各
測
候
所
地
震
観
測
新
設
備

中
央
気
象
墨
附
属
柿
岡
地
磁
気
観
測
所
に
て
は
新
廃
合
完
成
せ
し
を
以
て
本
年
二
月
十

九
日
本
墓
よ
り
閥
富
技
師
、
鷲
坂
技
手
出
張
、
ヴ
ヰ

1
へ
Y

ト
式
水
卒
動
、
向
上
下
動
地
震
計
及
び
大
森
式
地
動
計
の
据

付
を
了
じ
、
観
測
を
開
始
せ
り
。
向
問
所
に
て
は
近
く
強
震
計
及
筒
践
微
動
計
を
高
据
付
く
る
筈
な
り
。

銚
子
測
候
所
に
て
は
太
墓
よ
り
の
補
助
に
よ
b
地
震
設
備
践
張
の
筈
な
b
し
が
本
年
二
月
二
十
三
日
本
蚕
よ
b
和
達
也
技

師
、
佐
藤
技
手
出
張
、
グ
ヰ
!
へ

Y

ト
式
水
卒
動
、
同
上
下
動
地
震
計
及
大
森
式
地
動
計
の
据
付
を
了
し
、
右
地
震
計
を

以
て
観
測
を
開
始
す
る
事
と
な

b
た
b
。
伶
同
所
に
て
も
不
日
強
震
計
、
簡
単
微
動
計
の
据
付
を
魚
す
佐
官
な

b
。

長
野
測
候
所
に
て
も
本
墓
よ
ら
補
給
の
地
震
計
据
付
の
魚
め
本
年
三
月
二
日
本
憂
よ

b
岡
宮
技
師
、
石
川
技
手
出
張
ず

ヰ
!
へ

Y

ト
式
水
卒
動
向
上
下
動
地
震
計
及
び
大
森
式
地
動
計
の
据
付
を
了
し
た

b
。
ぬ
川
同
所
に
も
右
の
外
強
震
計
及
び

筒
車
微
動
計
を
据
付
く
る
佐
一
内
な
b
。

京
都
測
候
所
に
て
は
結
成
て
同
所
に
て
計
蚤
中
な

b
し
地
震
観
測
設
備
援
張
の
た
め
本
年
グ
ヰ

1
へ
Y

ト
式
水
平
動
向
上

下
勤
地
震
計
を
購
λ
、
本
年
四
月
三
宅
所
長
は
右
地
震
計
の
据
付
を
了
し
直
ち
に
観
測
を
開
始
せ
ら
れ
た
b
。

O
紳
奈
川
懸
足
柄
下
郡
吉
漬
村
海
岸
に
於
け
る
魚
一
旗
第
死

神
奈
川
勝
梼
演
測
候
所
の
報
告
に
依
れ
ば
士
口
演
村
に
て
は
大



正
十
四
年
十
二
月
十
二
日
頃
よ
ら
毎
朝
五
六
寸
の
魚
打
ち
上
げ
ら
る
、
由
、
右
に
闘
し
同
所
へ
逮
せ
し
足
柄
下
郡
々
役
所

の
調
査
は
左
の
如
し
。

(
前
一
路
)
士
口
演
海
岸
に
於
け
る
魚
族
舞
死
の
件
調
査
候
蕗
最
近
一
週
間
前
ハ
十
二
月
十
日
頃
)
よ

b
鰯
同
海
岸
に
群
集
し
同

所
地
曳
網
の
如

3
は
一
日
(
最
初
の
日
)
約
一
千
龍
ハ
一
斗
樽
入
位
の
容
量
)
の
漁
獲
あ
り
。
山
間
引
緩
主
同
網
に
て
毎
日
四
、

五
百
寵
の
漁
獲
に
て
近
年
稀
在
る
豊
漁
を
示
せ
し
が
隅
ク
「
マ
ト
内
ノ
」
な
る
魚
族
が
十
日
許

b
前
ょ

b
毎
朝
海
岸
に
飛
上

ら
た
る
も
の
数
尾
を
捕
へ
た
る
も
の
あ
ら
し
が
1

思
ふ
に
右
鰯
を
追
廻
は
し
徐
勢
を
以
て
砂
地
に
波
浪
と
共
に
打
ち
上
が

れ
る
も
の
に
非
ゴ
る
か
と
察
せ
ら
る
。
ハ
後
略
)
命
関
東
大
震
前
に
も
「
マ
ト
ヲ
」
な
る
魚
族
の
海
岸
に
飛
上

b
し
事
あ
り
し

ゃ
に
一
式
へ
る
を
灰
聞
せ
り
。

O
軽
石
漂
着
の
件

昨
年
来
本
邦
各
地
海
岸
に
軽
石
の
漂
着
せ
る
も
の
頻
冷
た

b
し
事
は
本
誌
第
一
忽
第
四
時
抗
及
び
第
五

披
に
報
ぜ
し
所
な
れ
共
最
近
接
受
せ
し
各
地
よ

b
の
報
告
を
掲
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
叫

一
、
札
幌
測
候
所
報
告

(
大
正
十
五
年
一
月
十
五
日
)

昨
大
正
十
四
年
十
月
乃
至
十
一
月
に
於
て
本
道
後
士
山
及
石
狩
一
部
の
海
岸
に
珍
ら
し
く
も
軽
石
漂
着
の
報
あ
り
、
共
の

各
所
の
報
告
を
総
合
し
て
概
要
を
左
に
記
す
。

漂
着
区
域

南
は
後
志
図
瀬
棚
郡
海
岸
よ
り
北
は
石
狩
関
演
盆
郡
海
岸
に
亘
る
沿
岸
に
し
て
共
の
盛
に
漂
着
。
乞
見
た
る

は
後
志
図
磯
谷
郡
及
古
宇
に
し
℃
瀬
棚
郡
及
演
盆
郡
の
雨
端
は
最
も
少
し
ハ
波
島
岡
爾
志
郡
乙
部
村
に
て
も
拾
得
し
た
る

四



四
四

越
な
る
も
報
告
な
し
。
)

漂
着
し
た
る
期
間

岩
内
警
察
署
の
報
告
に
依
れ
ば
八
月
頃
よ
ゐ

J

岩
内
町
よ

b
古
宇
郡
泊
村
大
字
堀
株
の
沿
岸
砂
演
の

庭
-
h
T

に
後
見
し
た

b
と
一
広
ふ
。
然
れ
非
営
時
徐
b
入
の
注
意
を
引
か
ゴ
る
は
共
の
少
数
な
り
し
忽
め
か
、
人
の
注
意
を
引

く
程
群
来
漂
着
し
た
る
は
十
月
中
旬
乃
至
十
一
月
上
旬
就
中
十
月
下
旬
よ
h
十
一
月
初
め
に
あ
る
が
如

L
。
北
端
の
演
盆

郡
は
十
一
月
下
旬
頃
迄
漂
着
せ
る
も
の
L
如
し
。

軽
石
の
形
朕
大
小

軽
石
の
大
な
る
も
の
は
径
五
寸
の
斧
大
の
も
の
よ

b
小
は
五
分
位
の
雀
卵
大
の
範
閣
に
し
て
鶏
卵

大
の
も
の
多
数
な
る
が
形
は
中
に
稜
角
ら
し

3
も
の
あ
る
も
是
れ
亦
磨
損
す
。
多
く
の
も
の
は
丸
味
を
な
せ

b
。
軽
石
の

表
面
は
汚
染
し
青
苔
、
細
海
藻
小
貝
殻
の
寄
生
物
、
各
石
の
小
部
分
に
附
着
し
一
見
相
営
年
月
経
過
の
観
乞
な
せ
り
。
破

砕
し
て
共
の
断
面
を
検
す
る
に
友
白
色
を
呈
し
輝
石
を
含
め
る
事
普
通
の
軽
石
に
同
じ
c

漂
流
の
経
路

此
の
軽
石
は
何
庭
よ
り
来

b
し
か
に
付
一
考
す
る
に
本
道
、
此
近
海
若
く
は
松
前
郡
大
島
ハ
松
前
郡

μ

良
町
村
よ

b
南
西
方
五
十
浬
に
あ
る
火
山
島
)
に
は
何
等
呉
越
な

3
を
以
て
共
れ
と
認
め
難
し
、
依
て
一
昨
大
正
十
三
年

十
月
三
十
一
日
八
重
山
列
島
中
の
鳩
間
島
附
近
海
底
爆
殺
の
産
物
と
し
て
共
の
経
路
を
研
究
す
る
に
支
那
東
海
暖
流
の
針

馬
を
洗
っ
て
日
本
海
に
浸
入
す
る
此
海
流
に
乗
じ
て
本
道
松
前
郡
大
島
西
方
沖
令
に
出
て
共
よ

b
北
上
し
奥
尻
水
道
を
述

4 

じ
軽
石
の
群
流
が
後
士
山
海
岸
中
磯
谷
古
宇
の
海
岸
に
最
も
多
く
漂
着
し
共
海
流
の
校
梢
に
一
来
ぜ
ら
れ
た
る
も
の
は
共
南
北

に
少
数
・
な
が
ら
漂
着
し
た
る
も
の
な
る
が
如
し
。



漂
流
速
度

軽
石
が
盛
に
群
遊
漂
着
し
た
る
頃
を
般
b
に
十
月
二
十
日
と
し
て
共
鳩
間
島
地
鑓
よ

b
起
草
し
て
三
百
五

十
五
日
と
な
る
、
而
し
℃
鳩
間
島
よ
ら
艶
馬
ま
で
と
鈎
馬
よ
λ

リ
松
前
郡
大
島
西
方
沖
と
夫
れ
よ
り
奥
尻
水
道
を
経
て
磯
谷

古
宇
の
海
岸
ま
で
と
を
直
線
的
に
結
付
け
共
距
離
を
概
算
す
る
と
約
二
千
七
百
粁
此
長
程
を
三
百
五
十
五
日
を
.
染
し
た

b

と
せ
ば
一
日
の
行
程
平
均
四
浬
一
に
営
る
が
此
暖
流
一
日
速
度
は
概
糾
二
三
十
浬
な
る
に
比
す
れ
ば
非
常
に
緩
没
と
一
一
一
ロ
は

ゴ
る
べ
か
ら
ゴ
る
も
途
中
風
波
に
妨
げ
ら
れ
透
巡
し
な
が
ら
群
ぞ
-
な
し
て
漂
流
せ
る
も
の
と
す
れ
ば
其
岩
面
に
寄
生
物
の

附
着
す
る
敢
て
異
と
す
べ
主
に
も
あ
ら

.8
る
べ

3
か
。
各
地
よ
h
の
報
告
を
左
に
抜
録
す
。

深

着

時

十

月

中

旬

十

月

下

旬

本

年

八

月

頃

十
月
二
十
五
日
目

十
月
二
十
九
日
頃

十
一
月
六
日
午
前
七
時
頃

不

明

十

月

下

旬

十
月
十
八
日
頃

十
月
廿
三
日
午
前
七
時
頃

十
月
廿
三
日
午
前
六
時
頃 日

部
内
沿
岸
一
帯

同岩
内
町
よ
り
古
宇
郡
泊
村
端
株
に
亘
る
沿
樟
砂
演

歪
村
沿
岸

島
古
丹
沿
岸

野
塚
村
及
敷
島
内
村

橋
岸
村
半
演
中
海
岸

幌
別
海
岸
4
り
有
戸
海
岸

三
本
杉
演
中

本
自
村
軽
臼
村

本
島
牧
村
大
字
島
島
泊
板
谷

漂

直

域

y長

及

数

大
間
植
物
寄
生
保
…
数

同目
方
十
五
匁
乃
至
二
十
匁

径
四
寸

l
ニ
寸

五
匁

l
十
三
匁

同同五
分
位

4
り
五
寸
位

五
寸
位

4
り
五
分

寄
生
物
わ
り

寄
生
物
わ
り

量

告

ロ
μ

4
可
寸十

一

月

二

日

十

一

月

六

日

十

一

月

十

日

十

一

月

十

日

十
一
月
十
一
日

e

十
一
月
十
一
日

十
一
月
十
二
日

十
一
月
十
七
日

十
一
月
十
七
日

十
一
月
十
八
日

十
一
月
十
九
日

四
五

月

日



十十十十不十十十十
一月 一〆一 一 月 月 一
月中月月 月 三 十 月
下旬二十 二十五二
旬 4 十日 日 日 日 十

り七頃 一
日明 日

檎
岸
海
岸

並
一
〈
谷
海
岸

有
戸
海
岸

同測
候
所
下
海
岸

厚
田
海
岸
大
字
嶺
泊
以
内
清
狩
川
口
迄

美
谷
海
岸

漬
盆
村
海
岸

少

数

一
個
拾
得
寄
生
物
わ
け

五
六
寸
4
り
五
分
位

同同寄
生
物
わ
り

径
三
寸
4
り
径
一
寸
、

F

等
生
物
わ
け

五
六
寸
位
ふ
り
五
分
位
寄
生
物
め
り

同同

四
六

十
一
月
廿
二
日

十
二
月
十
四
日

十
二
月
廿
八
日
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南北西不不
漂着

の

西西 明明 方向
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十 十
正
十

一月
十年四 多

月一
十

漂
上 十

月 句中月一一一
旬日 着

一
}
稲
井
測
候
所
報
告

一
、
石
巻
測
候
所
報
告

同本
、'郡吉

qs事相:

岳大

村 島

支雪
景福
越潰

五九

月月

以中

句
一
域
間
信
仰
一
昨
一
寸
手
分
中
に
は
一
尺
五
一
極
め
て
細
告
白
草
生
宇
る
も
の
あ
り

来
一
貫
径
七
、
八
寸
・
4
り

二

三

寸

一
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月
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頃旬日

わ笹控 f豆
り一二八
二寸寸‘
寸乃小
の至(:1:
も三ー
のす寸
多
数
ノ、

七
寸
の
も
の

軽
石
一
一
回
黒
色
お
帯
び
奇
苔
の
如
き
も
の
附
着

一
、
新
潟
測
候
所
報
告

中同同四岩同同 同 同 同 同佐新 深

頚 頚
着
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同 同 同も大か拳八拳大深着7i二拳大4uj 五拳大 /J" L参百tl、か艇uに也拳大拳大 軽め概ら O 石者石ら
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小の三小小 し石 の
か稀石多凹石

位石 四て 程皮さ石石 ブく
ら大拳l二 程皮 く十程

倒五百量多く lしこわり、で量ま 多し? 匁の 一
占ぐ一

のも
匁O の も の

位拾日一戸lこ 量て多 海藻(:t 
及

も の
無数 4 

量の多

同 同 同 海草着且し盤石脊苔或友色ぜろ倭多φく 貝 寄生世
同

海草 貝類 帽烏 経

宮の愛 着附 貝子
石

貝類つ大ilI二 l工 及海草寄生 る

附小貝類のな 模7様L L 
ぜ ぜ 及海草渚す附

動
着勤物概 細ろ るり

植
すの青着附微な革海 ず、 も

の 物

寄生黒色白 tり 子卵ろ着阿し;r わ の

ぜ*-
d庁~・

ろ垢 のわ 生

跡痕坑.貴。の1-1 着世附る詔扶卵

て主

る

模

sH わりたな 様

四
七




